
１月目 ２月目 ３月目 ４月目 ５月目 ６月目 ７月目 ８月目 ９月目 10月目 11月目 12月目

(1)全体熱処理作業
①加工方法の設定・準備作業
 1.仕様書確認作業
 2.数量確認作業
 3.加工ロット確認作業
②前処理作業
 1.洗浄作業 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
③加熱・冷却作業
 1.計器確認・記録作業
④焼戻し加熱・冷却作業
 1.計器確認・記録作業
⑤後処理作業
 1.研掃作業

工場長 ○○○○（△△年）
(2)安全衛生業務（※）
①雇入れ時等の安全衛生教育
②作業開始前の安全装置等の点検作業
③金属熱処理業職種に必要な整理整頓作業

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △
⑤保護具の着用と服装の安全点検作業
⑥安全装置の使用等による安全作業
⑦労働衛生上の有害性を防止するための作業
⑧異常時の応急処置を習得するための作業

工場長 ○○○○（△△年）
①熱処理用設備及び治具管理作業
②作業指示書、作業工程表作成作業
③加工品検査に伴う検査成績票発行作業
④機械、設備点検作業
⑤床上操作式クレーン運転作業（技能講習が必要）

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △
⑦玉掛作業（特別教育又は技能講習が必要）

⑨危険物（乙種第４類）取扱作業（資格が必要）
⑩研削といし取替・試運転作業（特別教育が必要）

工場長 ○○○○（△△年）
①注文書、現品荷札確認作業
②受注品受入れ・搬入・一時保管・履歴確認作業 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
③梱包・出荷・荷積み作業
④作業環境整備作業

工場長 ○○○○（△△年）

上記（※）に同じ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

工場長 ○○○○（△△年）
〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h

様式1-4-②
（１）第１号技能実習実習計画（モデル例）

（注意）
予定表は、当該科目の開始月より終了月までの間を矢印で結び、矢印の上に各月に行う時間数を記載してください。

使用する素材、材料等

〇h

技能実習を行わせる事業所
①事業所名 ○○熱処理株式会社△△工場
②事業所名 
③事業所名

1

必
須
業
務

実習期間 20XX XX月 XX日～20YY年 YY月 YY日

所在地 〇〇県○○市○○町〇〇〇番地
所在地 〇〇県〇〇市〇〇町○○〇番地
所在地

使用する機械、器具等

5 関
連
周
辺
業

務

2

合計時間

⑥運搬作業（フォークリフト運転を含む場合は、特別
教育又は技能講習が必要）

⑧溶接作業（ガス、アーク）（特別教育又は技能講習
が必要）

3

④金属熱処理業職種の作業用機械及び周囲の安全確認
作業

必
須
業
務

4 周
辺
業
務

技能実習の内容
必須業務、関連業務及び周辺業務の別

指導員の役職・氏名（経験年数）

事
業
所

合
計
時
間

月・時間数

〇h

〇h

〇h

関
連
業
務

安全衛生業務(関連業務、周辺業務を行う場合は必ず実
施する業務)

４．ステンレス鋼材 ５．炭素工具鋼鋼材 ６．高速度工具鋼鋼材 ７．合金工具鋼鋼材
８．ばね鋼鋼材 ９．高炭素クロム軸受鋼鋼材 10．炭素鋼鍛鋼品 11．炭素鋼鋳鋼品
12．構造用高張力炭素鋼 13．低合金鋼鋳鋼品 14．ねずみ鋳鋼品 15．球状黒鉛鋳鉄品

３．各種熱処理用手工具（モンキ、スパナ、ドライバ、ペンチ等）

16．オーステンパ球状黒鉛鋳鉄品
１．～５．及び８．③～⑦は必ず使用すること
１．全体熱処理設備
２．熱処理前及び後処理作業設備（洗浄機、ロール矯正機、油圧プレス等）

１．機械構造用炭素鋼鋼材 ２．構造用鋼材（Ｈ鋼） ３．機械構造用合金鋼材

〇h

○
○
熱
処
理
株
式
会
社
△
△
工
場

４．各種測定用器工具（定規、ノギス、検査ゲージ等）
５．各種保護具（防護メガネ、ヘルメット、安全靴、作業用手袋等）
６．各種電動工具（旋盤、フライス盤、研削盤、ボール盤等）
７．各種運搬装置（クレーン、フォークリフト等）



①専業で金属熱処理を行っている事業所（日本標準産業分類の細分類2465に該当する事業所）
 （例：本事業所は、金属熱処理を専業で行っている）

・金属熱処理に専属で従事している常勤職員が10名以上在籍していること
 （例：金属熱処理に専属で従事している常勤職員○名）
・金属熱処理技能士（特級又は１級）が1名以上勤務していること
 （例：特級○名、１級○名）

指導体制
次の①又は②の要件から合致するものを記載すること

②事業の一部に金属熱処理の部署等があり、以下の両方の要件を満たす事業所

 免許・資格等 １．特級技能士（金属熱処理）
        ２．フォークリフトの運転技能講習修了
        ３．クレーンの運転操縦技能講習修了
        ４．危険物乙種取扱者

製品等の例

５．他：素材、銅線、丸棒（建設用資材）等
指導員名 ○○ ○○

２．一：ボルト、建機用セグメント、農機用ミシュー等
３．金：ボルト、シャワー用接手等
４．精：計測機械部品等

８．各種検査機器（①ブリネル硬さ試験機②ビッカース硬さ試験機③ロックウェル硬さ試験機④金属
顕微鏡⑤磁気探傷装置⑥引張試験機⑦衝撃試験機）
※輸送機械：輸 一般機械：一 金属製品：金 精密機械：精 その他：他
１．輸：自動車用ドライブシャフト、カムギア、船舶用エンジンクランク等



１月目 ２月目 ３月目 ４月目 ５月目 ６月目 ７月目 ８月目 ９月目 10月目 11月目 12月目

(1)全体熱処理作業
①加工方法の設定・準備作業
 1.仕様書確認作業
 2.数量確認作業
 3.加工ロット確認作業
 4.段取り作業
 5.図面確認作業
②前処理作業
 1.洗浄作業
 2.焼割れ防止作業
③加熱・冷却作業
 1.計器確認・記録作業
 2.操炉作業
④中間検査作業
 1.外観・割れ確認作業 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
 2.硬さ試験
⑤焼戻し加熱・冷却作業
 1.計器確認・記録作業
 2.操炉作業
⑥後処理作業
 1.研掃作業
 2.脱脂作業
 3.防錆作業
⑦加工品検査作業
 1.外観・割れ確認作業
 2.硬さ試験
 3.浸透探傷・磁粉試験
 4.脱炭層深さ測定作業

工場長 ○○○○（△△年）
(2)安全衛生業務（※）
①雇入れ時等の安全衛生教育
②作業開始前の安全装置等の点検作業
③金属熱処理業職種に必要な整理整頓作業

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
⑤保護具の着用と服装の安全点検作業
⑥安全装置の使用等による安全作業
⑦労働衛生上の有害性を防止するための作業
⑧異常時の応急処置を習得するための作業

工場長 ○○○○（△△年）
①熱処理用設備及び治具管理作業
②作業指示書、作業工程表作成作業
③加工品検査に伴う検査成績票発行作業
④機械、設備点検作業

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
⑦玉掛作業（特別教育又は技能講習が必要）

工場長 ○○○○（△△年）
①注文書、現品荷札確認作業

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

③梱包・出荷・荷積み作業
④作業環境整備作業

工場長 ○○○○（△△年）

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
上記（※）に同じ

様式1-4-②

③事業所名 所在地
実習期間 20XX XX月 XX日～20YY年 YY月 YY日

技能実習の内容
必須業務、関連業務及び周辺業務の別

指導員の役職・氏名（経験年数）

事
業
所

（２－１）第２号技能実習実習計画（１年目）（モデル例）
技能実習を行わせる事業所
①事業所名 ○○熱処理株式会社△△工場 所在地 〇〇県○○市○○町〇〇〇番地
②事業所名  所在地 〇〇県〇〇市〇〇町○○〇番地

合
計
時
間

月・時間数

1

必
須
業
務

2

必
須
業
務

④金属熱処理業職種の作業用機械及び周囲の安全確認作
業

3

関
連
業
務

⑤床上操作式クレーン運転作業（技能講習が必要）

⑥運搬作業（フォークリフト運転を含む場合は、特別教
育又は技能講習が必要）

⑧溶接作業（ガス、アーク）（特別教育又は技能講習が
必要）

⑨危険物（乙種第４類）取扱作業（資格が必要）

⑩研削といし取替・試運転作業（特別教育が必要）

4
周
辺
業
務

②受注品受入れ・搬入・一時保管・履歴確認作業

5 関
連
周務

安全衛生業務(関連業務、周辺業務を行う場合は必ず実
施する業務)

株
式
会
社
○
○
熱
処
理
△
△
工
場

〇h

〇h

〇h

〇h

〇h



工場長 ○○○○（△△年）
〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h

辺
業

（注意）
合計時間

予定表は、当該科目の開始月より終了月までの間を矢印で結び、矢印の上に各月に行う時間数を記載してください。

使用する素材、材料等

１．機械構造用炭素鋼鋼材 ２．構造用鋼材（Ｈ鋼） ３．機械構造用合金鋼材
４．ステンレス鋼材 ５．炭素工具鋼鋼材 ６．高速度工具鋼鋼材 ７．合金工具鋼鋼材
８．ばね鋼鋼材 ９．高炭素クロム軸受鋼鋼材 10．炭素鋼鍛鋼品 11．炭素鋼鋳鋼品
12．構造用高張力炭素鋼 13．低合金鋼鋳鋼品 14．ねずみ鋳鋼品 15．球状黒鉛鋳鉄品
16．オーステンパ球状黒鉛鋳鉄品

使用する機械、器具等

１．～５．及び８．③～⑦は必ず使用すること
１．全体熱処理設備
２．熱処理前及び後処理作業設備（洗浄機、ロール矯正機、油圧プレス等）
３．各種熱処理用手工具（モンキ、スパナ、ドライバ、ペンチ等）
４．各種測定用器工具（定規、ノギス、検査ゲージ等）
５．各種保護具（防護メガネ、ヘルメット、安全靴、作業用手袋等）
６．各種電動工具（旋盤、フライス盤、研削盤、ボール盤等）
７．各種運搬装置（クレーン、フォークリフト等）
８．各種検査機器（①ブリネル硬さ試験機②ビッカース硬さ試験機③ロックウェル硬さ試験機④金属
顕微鏡⑤磁気探傷装置⑥引張試験機⑦衝撃試験機）

製品等の例

※輸送機械：輸 一般機械：一 金属製品：金 精密機械：精 その他：他
１．輸：自動車用ドライブシャフト、カムギア、船舶用エンジンクランク等
２．一：ボルト、建機用セグメント、農機用ミシュー等
３．金：ボルト、シャワー用接手等
４．精：計測機械部品等
５．他：素材、銅線、丸棒（建設用資材）等

指導体制
次の①又は②の要件から合致するものを記載すること
①専業で金属熱処理を行っている事業所（日本標準産業分類の細分類2465に該当する事業所）
 （例：本事業所は、金属熱処理を専業で行っている）
②事業の一部に金属熱処理の部署等があり、以下の両方の要件を満たす事業所
・金属熱処理に専属で従事している常勤職員が10名以上在籍していること
 （例：金属熱処理に専属で従事している常勤職員○名）
・金属熱処理技能士（特級又は１級）が1名以上勤務していること
 （例：特級○名、１級○名）

指導員名 ○○ ○○
 免許・資格等 １．特級技能士（金属熱処理）
        ２．フォークリフトの運転技能講習修了
        ３．クレーンの運転操縦技能講習修了
        ４．危険物乙種取扱者



１月目 ２月目 ３月目 ４月目 ５月目 ６月目 ７月目 ８月目 ９月目 10月目 11月目 12月目

(1)全体熱処理作業
①加工方法の設定・準備作業
 1.仕様書確認作業
 2.数量確認作業
 3.加工ロット確認作業
 4.段取り作業
 5.図面確認作業
②前処理作業
 1.洗浄作業
 2.焼割れ防止作業
③加熱・冷却作業
 1.計器確認・記録作業
 2.操炉作業
④中間検査作業
 1.外観・割れ確認作業 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
 2.硬さ試験
⑤焼戻し加熱・冷却作業
 1.計器確認・記録作業
 2.操炉作業
⑥後処理作業
 1.研掃作業
 2.脱脂作業
 3.防錆作業
⑦加工品検査作業
 1.外観・割れ確認作業
 2.硬さ試験
 3.浸透探傷・磁粉試験
 4.脱炭層深さ測定作業

工場長 ○○○○（△△年）
(2)安全衛生業務（※）
①雇入れ時等の安全衛生教育
②作業開始前の安全装置等の点検作業
③金属熱処理業職種に必要な整理整頓作業

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
⑤保護具の着用と服装の安全点検作業
⑥安全装置の使用等による安全作業
⑦労働衛生上の有害性を防止するための作業
⑧異常時の応急処置を習得するための作業

工場長 ○○○○（△△年）
①熱処理用設備及び治具管理作業
②作業指示書、作業工程表作成作業
③加工品検査に伴う検査成績票発行作業
④機械、設備点検作業

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
⑦玉掛作業（特別教育又は技能講習が必要）

工場長 ○○○○（△△年）
①注文書、現品荷札確認作業

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

③梱包・出荷・荷積み作業
④作業環境整備作業

工場長 ○○○○（△△年）

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
上記（※）に同じ

4
周
辺
業
務

②受注品受入れ・搬入・一時保管・履歴確認作業

5 関
連
周務

安全衛生業務(関連業務、周辺業務を行う場合は必ず実
施する業務)

②事業所名  所在地 〇〇県〇〇市〇〇町○○〇番地

〇h

〇h

〇h

③事業所名 所在地
実習期間 20XX XX月 XX日～20YY年 YY月 YY日

⑥運搬作業（フォークリフト運転を含む場合は、特別教
育又は技能講習が必要）

⑧溶接作業（ガス、アーク）（特別教育又は技能講習が
必要）

④金属熱処理業職種の作業用機械及び周囲の安全確認作
業

○
○
熱
処
理
株
式
会
社
△
△
工
場

〇h

〇h

⑨危険物（乙種第４類）取扱作業（資格が必要）

⑩研削といし取替・試運転作業（特別教育が必要）

様式1-4-②
（２－２）第２号技能実習実習計画（２年目）（モデル例）
技能実習を行わせる事業所
①事業所名 ○○熱処理株式会社△△工場 所在地 〇〇県○○市○○町〇〇〇番地

月・時間数

1

必
須
業
務

3

関
連
業
務

⑤床上操作式クレーン運転作業（技能講習が必要）

2

必
須
業
務

技能実習の内容
必須業務、関連業務及び周辺業務の別

指導員の役職・氏名（経験年数）

事
業
所

合
計
時
間



工場長 ○○○○（△△年）
〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h

指導体制
次の①又は②の要件から合致するものを記載すること
①専業で金属熱処理を行っている事業所（日本標準産業分類の細分類2465に該当する事業所）
 （例：本事業所は、金属熱処理を専業で行っている）
②事業の一部に金属熱処理の部署等があり、以下の両方の要件を満たす事業所
・金属熱処理に専属で従事している常勤職員が10名以上在籍していること
 （例：金属熱処理に専属で従事している常勤職員○名）
・金属熱処理技能士（特級又は１級）が1名以上勤務していること
 （例：特級○名、１級○名）

        ４．危険物乙種取扱者

合計時間

指導員名 ○○ ○○
 免許・資格等 １．特級技能士（金属熱処理）
        ２．フォークリフトの運転技能講習修了
        ３．クレーンの運転操縦技能講習修了

製品等の例

※輸送機械：輸 一般機械：一 金属製品：金 精密機械：精 その他：他
１．輸：自動車用ドライブシャフト、カムギア、船舶用エンジンクランク等
２．一：ボルト、建機用セグメント、農機用ミシュー等
３．金：ボルト、シャワー用接手等
４．精：計測機械部品等
５．他：素材、銅線、丸棒（建設用資材）等

使用する機械、器具等

１．～５．及び８．③～⑦は必ず使用すること

６．各種電動工具（旋盤、フライス盤、研削盤、ボール盤等）
７．各種運搬装置（クレーン、フォークリフト等）
８．各種検査機器（①ブリネル硬さ試験機②ビッカース硬さ試験機③ロックウェル硬さ試験機④金属
顕微鏡⑤磁気探傷装置⑥引張試験機⑦衝撃試験機）

（注意）

使用する素材、材料等

１．機械構造用炭素鋼鋼材 ２．構造用鋼材（Ｈ鋼） ３．機械構造用合金鋼材
４．ステンレス鋼材 ５．炭素工具鋼鋼材 ６．高速度工具鋼鋼材 ７．合金工具鋼鋼材
８．ばね鋼鋼材 ９．高炭素クロム軸受鋼鋼材 10．炭素鋼鍛鋼品 11．炭素鋼鋳鋼品
12．構造用高張力炭素鋼 13．低合金鋼鋳鋼品 14．ねずみ鋳鋼品 15．球状黒鉛鋳鉄品
16．オーステンパ球状黒鉛鋳鉄品

予定表は、当該科目の開始月より終了月までの間を矢印で結び、矢印の上に各月に行う時間数を記載してください。

１．全体熱処理設備
２．熱処理前及び後処理作業設備（洗浄機、ロール矯正機、油圧プレス等）
３．各種熱処理用手工具（モンキ、スパナ、ドライバ、ペンチ等）
４．各種測定用器工具（定規、ノギス、検査ゲージ等）
５．各種保護具（防護メガネ、ヘルメット、安全靴、作業用手袋等）

辺
業



１月目 ２月目 ３月目 ４月目 ５月目 ６月目 ７月目 ８月目 ９月目 10月目 11月目 12月目

(1)全体熱処理作業
①加工方法の設定・準備作業
 1.仕様書確認作業
 2.数量確認作業
 3.加工ロット確認作業
 4.段取り作業
 5.図面確認作業
 6.治具装着作業
②前処理作業
 1.洗浄作業
 2.焼割れ防止作業
③加熱・冷却作業
 1.計器確認・記録作業
 2.操炉作業
④中間検査作業
 1.外観・割れ確認作業
 2.硬さ試験
 3.変形測定作業 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
⑤焼戻し加熱・冷却作業
 1.計器確認・記録作業
 2.操炉作業
⑥後処理作業
 1.研掃作業
 2.脱脂作業
 3.防錆作業
 4.歪み矯正作業
⑦加工品検査作業
 1.外観・割れ確認作業
 2.硬さ試験
 3.浸透探傷・磁粉探傷試験
 4.脱炭層深さ測定作業
 5.変形測定試験
 6.金属組織試験
 7.材料試験（引張、衝撃）

工場長 ○○○○（△△年）
(2)安全衛生業務（※）
①雇入れ時等の安全衛生教育
②作業開始前の安全装置等の点検作業
③金属熱処理業職種に必要な整理整頓作業

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
⑤保護具の着用と服装の安全点検作業
⑥安全装置の使用等による安全作業
⑦労働衛生上の有害性を防止するための作業
⑧異常時の応急処置を習得するための作業

工場長 ○○○○（△△年）
①熱処理用設備及び治具管理作業
②作業指示書、作業工程表作成作業
③加工品検査に伴う検査成績票発行作業
④機械、設備点検作業

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
⑦玉掛作業（特別教育又は技能講習が必要）

工場長 ○○○○（△△年）
①注文書、現品荷札確認作業

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

③梱包・出荷・荷積み作業
④作業環境整備作業

株
式
会
社
〇
〇
熱
処
理
△
△
工
場

4
周
辺
業
務

②受注品受入れ・搬入・一時保管・履歴確認作業

〇h

〇h

3

関
連
業
務

⑤床上操作式クレーン運転作業（技能講習が必要）

⑥運搬作業（フォークリフト運転を含む場合は、特別教
育又は技能講習が必要）

⑧溶接作業（ガス、アーク）（特別教育又は技能講習が
必要）

⑨危険物（乙種第４類）取扱作業（資格が必要）

⑩研削といし取替・試運転作業（特別教育が必要）

〇h

様式1-4-②
（３－１）第３号技能実習実習計画（１年目）（モデル例）
技能実習を行わせる事業所
①事業所名 ○○熱処理株式会社△△工場 所在地 〇〇県○○市○○町〇〇〇番地

〇h

②事業所名  所在地 〇〇県〇〇市〇〇町○○〇番地
③事業所名 所在地
実習期間 20XX XX月 XX日～20YY年 YY月 YY日

合
計
時
間

月・時間数

1

必
須
業
務

2

必
須
業
務

④金属熱処理業職種の作業用機械及び周囲の安全確認作
業

技能実習の内容
必須業務、関連業務及び周辺業務の別

指導員の役職・氏名（経験年数）

事
業
所



工場長 ○○○○（△△年）

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
上記（※）に同じ

工場長 ○○○○（△△年）
〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h

製品等の例

※輸送機械：輸 一般機械：一 金属製品：金 精密機械：精 その他：他
１．輸：自動車用ドライブシャフト、カムギア、船舶用エンジンクランク等
２．一：ボルト、建機用セグメント、農機用ミシュー等
３．金：ボルト、シャワー用接手等
４．精：計測機械部品等
５．他：素材、銅線、丸棒（建設用資材）等

指導体制
次の①又は②の要件から合致するものを記載すること
①専業で金属熱処理を行っている事業所（日本標準産業分類の細分類2465に該当する事業所）
 （例：本事業所は、金属熱処理を専業で行っている）
②事業の一部に金属熱処理の部署等があり、以下の両方の要件を満たす事業所
・金属熱処理に専属で従事している常勤職員が10名以上在籍していること
 （例：金属熱処理に専属で従事している常勤職員○名）
・金属熱処理技能士（特級又は１級）が1名以上勤務していること
 （例：特級○名、１級○名）

指導員名 ○○ ○○
 免許・資格等 １．特級技能士（金属熱処理）
        ２．フォークリフトの運転技能講習修了
        ３．クレーンの運転操縦技能講習修了
        ４．危険物乙種取扱者

使用する機械、器具等

１．～５．及び８．③～⑦は必ず使用すること
１．全体熱処理設備
２．熱処理前及び後処理作業設備（洗浄機、ロール矯正機、油圧プレス等）
３．各種熱処理用手工具（モンキ、スパナ、ドライバ、ペンチ等）
４．各種測定用器工具（定規、ノギス、検査ゲージ等）
５．各種保護具（防護メガネ、ヘルメット、安全靴、作業用手袋等）
６．各種電動工具（旋盤、フライス盤、研削盤、ボール盤等）
７．各種運搬装置（クレーン、フォークリフト等）
８．各種検査機器（①ブリネル硬さ試験機②ビッカース硬さ試験機③ロックウェル硬さ試験機④金属
顕微鏡⑤磁気探傷装置⑥引張試験機⑦衝撃試験機）

予定表は、当該科目の開始月より終了月までの間を矢印で結び、矢印の上に各月に行う時間数を記載してください。

使用する素材、材料等

１．機械構造用炭素鋼鋼材 ２．構造用鋼材（Ｈ鋼） ３．機械構造用合金鋼材
４．ステンレス鋼材 ５．炭素工具鋼鋼材 ６．高速度工具鋼鋼材 ７．合金工具鋼鋼材
８．ばね鋼鋼材 ９．高炭素クロム軸受鋼鋼材 10．炭素鋼鍛鋼品 11．炭素鋼鋳鋼品
12．構造用高張力炭素鋼 13．低合金鋼鋳鋼品 14．ねずみ鋳鋼品 15．球状黒鉛鋳鉄品
16．オーステンパ球状黒鉛鋳鉄品

（注意）
合計時間

務

5 関
連
周
辺
業

務

安全衛生業務(関連業務、周辺業務を行う場合は必ず実
施する業務)

〇h



１月目 ２月目 ３月目 ４月目 ５月目 ６月目 ７月目 ８月目 ９月目 10月目 11月目 12月目

(1)全体熱処理作業
①加工方法の設定・準備作業
 1.仕様書確認作業
 2.数量確認作業
 3.加工ロット確認作業
 4.段取り作業
 5.図面確認作業
 6.治具装着作業
②前処理作業
 1.洗浄作業
 2.焼割れ防止作業
③加熱・冷却作業
 1.計器確認・記録作業
 2.操炉作業
④中間検査作業
 1.外観・割れ確認作業
 2.硬さ試験
 3.変形測定作業 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
⑤焼戻し加熱・冷却作業
 1.計器確認・記録作業
 2.操炉作業
⑥後処理作業
 1.研掃作業
 2.脱脂作業
 3.防錆作業
 4.歪み矯正作業
⑦加工品検査作業
 1.外観・割れ確認作業
 2.硬さ試験
 3.浸透探傷・磁粉試験
 4.脱炭層深さ測定作業
 5.変形測定試験
 6.金属組織試験
 7.材料試験（引張、衝撃）

工場長 ○○○○（△△年）
(2)安全衛生業務（※）
①雇入れ時等の安全衛生教育
②作業開始前の安全装置等の点検作業
③金属熱処理業職種に必要な整理整頓作業

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
⑤保護具の着用と服装の安全点検作業
⑥安全装置の使用等による安全作業
⑦労働衛生上の有害性を防止するための作業
⑧異常時の応急処置を習得するための作業

工場長 ○○○○（△△年）
①熱処理用設備及び治具管理作業
②作業指示書、作業工程表作成作業
③加工品検査に伴う検査成績票発行作業
④機械、設備点検作業

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
⑦玉掛作業（特別教育又は技能講習が必要）

工場長 ○○○○（△△年）
①注文書、現品荷札確認作業

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

③梱包・出荷・荷積み作業
④作業環境整備作業

株
式
会
社
〇
〇
熱
処
理
△
△
工
場

⑧溶接作業（ガス、アーク）（特別教育又は技能講習が
必要）

2

必
須
業
務

④金属熱処理業職種の作業用機械及び周囲の安全確認作
業

⑨危険物（乙種第４類）取扱作業（資格が必要）

⑩研削といし取替・試運転作業（特別教育が必要）

4
周
辺
業
務

②受注品受入れ・搬入・一時保管・履歴確認作業

3

関
連
業
務

⑤床上操作式クレーン運転作業（技能講習が必要）

⑥運搬作業（フォークリフト運転を含む場合は、特別教
育又は技能講習が必要）

様式1-4-②
（３－２）第３号技能実習実習計画（２年目）（モデル例）
技能実習を行わせる事業所
①事業所名 ○○熱処理株式会社△△工場 所在地 〇〇県○○市○○町〇〇〇番地

〇h

②事業所名  所在地 〇〇県〇〇市〇〇町○○〇番地

〇h

〇h

〇h

③事業所名 所在地
実習期間 20XX XX月 XX日～20YY年 YY月 YY日

技能実習の内容
必須業務、関連業務及び周辺業務の別

指導員の役職・氏名（経験年数）

事
業
所

合
計
時
間

月・時間数

1

必
須
業
務



工場長 ○○○○（△△年）

△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
上記（※）に同じ

工場長 ○○○○（△△年）
〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h 〇h

指導体制
次の①又は②の要件から合致するものを記載すること
①専業で金属熱処理を行っている事業所（日本標準産業分類の細分類2465に該当する事業所）
 （例：本事業所は、金属熱処理を専業で行っている）
②事業の一部に金属熱処理の部署等があり、以下の両方の要件を満たす事業所
・金属熱処理に専属で従事している常勤職員が10名以上在籍していること
 （例：金属熱処理に専属で従事している常勤職員○名）
・金属熱処理技能士（特級又は１級）が1名以上勤務していること
 （例：特級○名、１級○名）

        ３．クレーンの運転操縦技能講習修了
        ４．危険物乙種取扱者

合計時間

指導員名 ○○ ○○
 免許・資格等 １．特級技能士（金属熱処理）
        ２．フォークリフトの運転技能講習修了

製品等の例

※輸送機械：輸 一般機械：一 金属製品：金 精密機械：精 その他：他
１．輸：自動車用ドライブシャフト、カムギア、船舶用エンジンクランク等
２．一：ボルト、建機用セグメント、農機用ミシュー等
３．金：ボルト、シャワー用接手等
４．精：計測機械部品等
５．他：素材、銅線、丸棒（建設用資材）等

使用する機械、器具等 ５．各種保護具（防護メガネ、ヘルメット、安全靴、作業用手袋等）
６．各種電動工具（旋盤、フライス盤、研削盤、ボール盤等）
７．各種運搬装置（クレーン、フォークリフト等）
８．各種検査機器（①ブリネル硬さ試験機②ビッカース硬さ試験機③ロックウェル硬さ試験機④金属
顕微鏡⑤磁気探傷装置⑥引張試験機⑦衝撃試験機）

（注意）

使用する素材、材料等

１．機械構造用炭素鋼鋼材 ２．構造用鋼材（Ｈ鋼） ３．機械構造用合金鋼材
４．ステンレス鋼材 ５．炭素工具鋼鋼材 ６．高速度工具鋼鋼材 ７．合金工具鋼鋼材
８．ばね鋼鋼材 ９．高炭素クロム軸受鋼鋼材 10．炭素鋼鍛鋼品 11．炭素鋼鋳鋼品
12．構造用高張力炭素鋼 13．低合金鋼鋳鋼品 14．ねずみ鋳鋼品 15．球状黒鉛鋳鉄品
16．オーステンパ球状黒鉛鋳鉄品
１．～５．及び８．③～⑦は必ず使用すること
１．全体熱処理設備
２．熱処理前及び後処理作業設備（洗浄機、ロール矯正機、油圧プレス等）
３．各種熱処理用手工具（モンキ、スパナ、ドライバ、ペンチ等）
４．各種測定用器工具（定規、ノギス、検査ゲージ等）

予定表は、当該科目の開始月より終了月までの間を矢印で結び、矢印の上に各月に行う時間数を記載してください。

務

5 関
連
周
辺
業

務

安全衛生業務(関連業務、周辺業務を行う場合は必ず実
施する業務)
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